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平成１２年１２月１３日            
 
関係機関長 様 
 

高知県病害虫防除所長 
 

病害虫発生予察情報について 
 

病害虫発生予察注意報第５号を送付します。 
 

平成１２年度病害虫発生予察注意報第５号 
 

平成１２年１２月１３日            
高 知 県 病 害 虫 防 除 所            

 

病害虫名病害虫名病害虫名病害虫名    黄化えそ病（メロン黄化えそウイルス：ＭＹＳＶ）黄化えそ病（メロン黄化えそウイルス：ＭＹＳＶ）黄化えそ病（メロン黄化えそウイルス：ＭＹＳＶ）黄化えそ病（メロン黄化えそウイルス：ＭＹＳＶ） 

 
１．対象作物 キュウリ、メロン 
２．発生地域 県内全域 
３．発生時期 １２月中旬以降 
３．発生程度 多 
 
４．注意報発令の根拠 

１）１１月下旬の調査では県中央部、西部で平年より発生が多かった（表１）。 
２）平成１２年１０月以降、これまで発生が認められなかった地域でも新たに発生が
確認され、発生地域が拡大している（第１図）。  

３）施設栽培で昨年まで発生量の多かった地域で、今年も同程度の発生が認められて
いる。 

４）１１月下旬の調査では、本ウイルスを媒介するアザミウマ類の１種であるミナミ
キイロアザミウマの発生が、平年より県中西部でやや多、西部で平年並の発生とな
っている（表２）。 

 
５．防除対策 

１）発病株の早期発見、除去に努め、伝染源をなくす。  
２）媒介虫であるアザミウマ類の徹底防除を行う。アザミウマ類の防除に当たっては
薬剤防除のみではなく、ハウス開口部への防虫ネットの被覆、紫外線カットフィル
ムの使用、シルバーポリマルチの利用、栽培終了時のハウスの蒸し込み処理、ほ場
及び周辺の除草など耕種的、物理的な防除法を取り入れる。 

３）苗による本ウイルスの持ち込みに注意する。 



 

 

表１ 黄化えそ病の発生状況 

抑制キュウリ 
 発病面積率(％) 発病株率(％) 

本年 ５０．３ ０．１ 
県中央部 

平年 ２３．４ ０．４ 

 
 
＊過去４年間の平年値 

促成キュウリ 
 発病面積率(％) 発病株率(％) 

本年  ３．８ ０．９ 
県中西部 

平年 １５．７ ０．４ 
本年 ６０．０ ７．１ 

県西部 
平年 １６．２ ０．５ 

 
 
＊過去５年間の平年値  
 
＊過去２年間の平年値 

第１図 キュウリ、メロン黄化えそ病の発生状況 
 
表２ ミナミキイロアザミウマの発生状況 

抑制キュウリ 
  発生面積率(％) 寄生株率(％) 

本年 １０．２ ０．２ 県中央部 
平年 ２６．１ １．４ 

促成キュウリ 
  発生面積率(％) 寄生株率(％) 

本年 １１．２ ０．２ 県中西部 
平年  ５．１ ０．６ 
本年 ２０．０ ０．９ 県西部 
平年 ２３．１ １．７ 


